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四国大学文学部書道文化学科は、「書道に親しむ」から「書道を楽しむ」、さらに「書道を活かすJへと発展させ、

書道文化の専門的探求を日指すユニークな学科です。

学生たちは、書道の「技術」「歴史」「理論」などを探求していく中で書道文化を理解し、また書の作品制作

を通して自己を表現し、新たなことを創造する力を身につけていきます。本学科では、学生と教員が一九となって

元気に活動していることが特色です。学生が身につけた力は書道以外の分野でも応用範け|が広く、卒業後には

様々な職業の中でそれを活かしています.

私たち教員も、教育と研究の責務を果たすべく日々 取り組んでいます。この展覧会は、学科の専任と非常勤の

教員が書法研究発表の場として年一回開催し、今年で 35回 日を迎えました。

時節柄、コロナ禍に対応した鑑賞法をお願いしております。また大学HPでの発表とこのパンフレット送付によって、

学外の多くのキF様にも鑑賞していただきたく存じます。なにとぞ御高覧のうえ、御教示賜りますようお願い申し上げますっ

(出品者一同)

【交流プラザ展】
会期 令和 3年 7月 30日 (金)～ 8月
場所 四国大学交流プラザ 3Fキ ャ |

1日 (日 )10:00～ 17:00
ンパスギャラリー

【学内展】(受付はおりません)
会期 令和 3年 8月 2日 (月 )～ 8月 21日 (土) 9:00～ 18:00
場所 四国大学 書道文化館 lFギャラリー

(但し、 7～ 9日、12～ 16日 は休館)

主催 四国大学 学際融合研究所 言語文化研究部門

(題字揮宅 :辻 尚子、 背景 :書道文化館 5階より望む眉山と吉野川 )
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